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 701307      　 DL9040 4ch, 500MHz,    1,094,000�
            max. 5GS/s（2.5GS/s/ch）, 2.5Mword/ch    （980,000）�
 701308         DL9040L 4ch, 500MHz,    1,294,000�
           max. 5GS/s（2.5GS/s/ch）, 6.25Mword/ch （1,180,000）�
 701310         DL9140 4ch, 1GHz,    1,612,000�
           max. 5GS/s（2.5GS/s/ch）, 2.5Mword/ch （1,498,000）�
 701311         DL9140L 4ch, 1GHz,    1,912,000�
           max. 5GS/s（2.5GS/s/ch）, 6.25Mword/ch （1,798,000）�
 701312         DL9240 4ch 1.5GHz,    2,312,000�
           max. 10GS/s（5GS/s/ch）, 2.5Mword/ch （2,198,000）�
 701313         DL9240L 4ch 1.5GHz,    2,612,000�
           max. 10GS/s（5GS/s/ch）, 6.25Mword/ch （2,498,000）�
 電源ケーブル -M      UL, CSA規格（3極2極変換アダプタ付き）, PSE対応   加算なし�
 ヘルプ言語  -HJ    日本語ヘルプ    加算なし�
    /B5   内蔵プリンタ    +100,000�
     /P2※1

  
 背面パネルプローブパワー端子（4端子）   +30,000�

      /C8※2
  
 内蔵HDD+イーサネットインターフェース   +100,000�

      /C10※2
  
 イーサネットインターフェース    +50,000�

       /G2※2
  
 ユーザー定義演算    +50,000�

 
付加仕様

      /G4※2
  
 電源解析機能（ユーザー定義演算含む）   +120,000�

        /F5※3
  
 UART+I2C+SPIバス解析機能   +180,000�

        /F7※3
  
 UART+CAN+LIN+SPIバス解析機能   +240,000�

        /F8※3
  
 UART+I2C+CAN+LIN+SPIバス解析機能   +320,000�

         /7N BCP契約無し    -114,000�
         /7A BCP単年契約　１年定期校正付   -56,000�
         /7C BCP 5 年契約　１年定期校正付   +109,000

●本製品を正しく安全にご使用いただくため，「取扱説明書」をよくお読み
ください。�

ご注意�

このカタログの内容は2008年6月30日現在のものです。価格には別途消費税が加算されます。記載内容は、お断りなく変更することがありますのでご了承ください。�
All Rights Reserved, Copyright © 2008, Yokogawa Electric Corporation. [Ed:01/b] Printed in Japan, 806(KP)

通信・測定器事業部  営業部　〒180-8750  東京都武蔵野市中町2-9-32　TEL：0422-52-5609　FAX：0422-52-6624

E-mail：tmi-cs@csv.yokogawa.co.jp�
受付時間：祝祭日を除く、月～金曜日／9:00～11:45,  13:00～17:00

C&MS-01

0120-137-046
計測器の取扱い、仕様、機種選定、応用上の問題などのお問合せは�

までお問合せください。�カストマサポートセンター�

［　　　　　　　　　　は，横河電機（株）の登録商標です。］�

その他本文中に使われている会社名および商品名称は各社の登録商標または商標です。�
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  CANバス信号解析機能�

CANバス CAN Version 2.0B�
ビットレート 1M, 500k, 250k, 125k, 83.3k, 33.3k[bps]、または10k～1M[bps]の任意

のビットレートを設定可能(設定分解能は0.1kbps)。�
High speed CAN(ISO11898)，Low speed CAN(ISO11519-2)に対応�

●トリガ機能（標準装備）�
 トリガソース CH1～CH4�
 トリガタイプ SOF ：SOF(Start of Frame)でトリガ。�
   Error Frame ：エラーフレームでトリガ。�
   ID Std/Data ：データフレーム/リモートフレーム(ID: 標準フォーマット)でトリガ。�
   ID Ext/Data ：データフレーム/リモートフレーム(ID: 拡張フォーマット)でトリガ。�
   ID/Data OR ：4種類のデータフレーム/リモートフレームのOR条件でトリガ。�
      IDごとに標準フォーマット/拡張フォーマットを選択可能。�
   Msg/Signal ：CAN Message(ID)とSignal(ID/Data)でトリガ。�
 ●解析機能�
 信号入力 CH1～CH4, M1～M4から選択�
 解析可能フレーム数 最大3000フレーム(トリガ点前後1500フレーム)�
 解析対象フレーム データフレーム、リモートフレーム、エラーフレーム、オーバーロードフレーム�
 解析結果表示 デコード&リスト表示�
 解析結果リストのデータ保存 解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータをCSV形式で保存可能�
 解析補助機能 データサーチ機能、フィールドジャンプ機能、スタッフビット演算機能、デコード表示��

  LINバス信号解析機能�

LINバス LIN1.3またはLIN2.0�
ビットレート 1200bps, 2400bps, 4800bps, 9600bps, 19200bps, User、または1k～

20k[bps]の任意のビットレートを設定可能(設定分解能は10bps)。�
●トリガ機能（標準装備）�
 トリガソース CH1～CH4, Logic PodA～PodD＊1

 
から選択（モデルにより異なる）�

 トリガタイプ Break+Synch ： Breakに続きSynchバイトを検出した場合トリガ。�
●解析機能�
 信号入力 CH1～CH4, Logic PodA～PodD＊1

　
, M1～M4から選択（モデルにより異なる）�

 解析可能フレーム数 最大3000フレーム(トリガ点前後1500フレーム)�
 解析対象フィールド Break, Synch, ID, Data, Checksum, 付加情報(IDパリティエラー、

Checksumエラー、Wakeup信号)�
 解析結果表示 デコード&リスト表示�
 解析結果リストのデータ保存 解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータをCSV形式で保存可能�
 解析補助機能 データサーチ機能、フィールドジャンプ機能、両Rev同時解析機能��

  UART信号解析機能�

ビットレート 1200bps, 2400bps, 4800bps, 9600bps, 19200bps, 38400bps,�
   57600bps, 115200bps, User, または1k～200k[bps]の任意のビットレート

を設定可能(設定分解能は0.1kbps)。�
●トリガ機能（標準装備）�
 トリガソース CH1～CH4, Logic PodA～PodD＊1

　
から選択（モデルにより異なる）�

 データ形式 データ形式は以下から選択�
   ・8bit Data (Parity bit無し)�
   ・7bit Data + Parity bit(エラートリガ時のみ選択可)�
   ・8bit Data + Parity bit(エラートリガ時のみ選択可)�
 トリガタイプ Every Data ： すべてのデータのStop Bitの位置でトリガ�
●解析機能�
 信号入力 CH1～CH4, Logic PodA～PodD＊1

　
, M1～M4から選択（モデルにより異なる）�

 解析可能フレーム数 最大3000バイト(トリガ点前後1500バイト)�
 解析対象フィールド Data、付加情報(Parityエラー, Framingエラー)�
 解析結果表示 デコード&リスト表示�
 解析結果リストのデータ保存 解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータをCSV形式で保存可能�
 解析補助機能 データサーチ機能、フィールドジャンプ機能、ASCII表示、グルーピング表示��

  I2Cバス信号解析機能�

I2Cバス バス転送レート： 最大3.4Mbit/s�
   アドレスモード： 7bits/10bits          �
●トリガ機能（標準装備）�
 トリガソース CH1～CH4, Logic PodA～PodD＊1　から選択（モデルにより異なる）�
 トリガタイプ　 下記から5つのトリガモードを選択可能。�
   Every Start  ：スタートコンディションを検出したときにトリガ�
   ADR&DATA  ：設定されたアドレスおよびデータとの比較でトリガ�
   NON ACK  ：Nackを検出したときにトリガ�
   General Call  ：ジェネラルコールアドレスの�

   セカンドバイトパターンとの比較でトリガ�
   Start Byte/HS Mode ：スタートバイトまたはHSモードのマスターアドレスでトリガ�
   ADR&DATAトリガのアドレスタイプは、下記の3つから選択可能。�
   7bit address, 7bit + Sub Adr, 10bit Address�
●解析機能�
 信号入力 CH1～CH4, Logic PodA～PodD＊1

　
, M1～M4から選択（モデルにより異なる）�

 解析可能データ数 最大40000バイト分�
 解析対象アイテム Adr, Data, R/W, Ack, General Call, StartByte, HS Mode�
 解析結果表示 デコード&リスト表示�
 解析結果リストのデータ保存 解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータをCSV形式で保存可能�
 解析補助機能 データサーチ機能、フィールドジャンプ機能��

 SPIバス信号解析機能�

●トリガ機能（標準装備）�
 トリガソース CH1～CH4, Logic PodA～PodD＊1

　
から選択�

 トリガタイプ CSがアサートされてから任意のバイトカウントからのデータを比較してトリガ。�
   比較するデータ長は1～4バイトから選択可能。�
●解析機能�
 信号入力 CH1～CH4, Logic PodA～PodD＊1

　
, M1～M4から選択（モデルにより異なる）�

 解析可能データ数 最大40000バイト分�
 解析対象アイテム Data�
 解析結果表示 デコード&リスト表示�
 解析結果リストのデータ保存 解析結果リストの簡易表示および詳細表示のデータをCSV形式で保存可能�
 解析補助機能 データサーチ機能、フィールドジャンプ機能�

�

＊1： DL9700はPodA～PodD（CANバス信号除く）、DL9500はPodA, PodC（CANバス信号除く）、DL9000は無し�
�

製品定価は“BCP3年契約 1年定期校正付”の価格です。（　）内は“BCP契約無し”の価格です。�
※1 電流プローブや701922などの差動プローブをご使用する場合、本オプションを指定してください。�
※2 付加する場合それぞれどちらか1つ選択してください。�
※3 付加する場合いずれかひとつを選択してください。UART, I2C, CAN, LIN, SPIバス信号トリガは標準装備しています。�

■主な仕様� ■本体形名および仕様コード�

■アクセサリ� ■フリーソフトウエア�

DL9000（アナログ入力のみ）�

 形　名 仕様コード 記　事 定　価（￥）�

701320      　 DL9505L 4ch, 500MHz + Logic 16bit,   1,707,000�
          max. 5GS/s（2.5GS/s/ch）,  6.25Mword/ch （1,550,000）�

701321         DL9510L 4ch 1GHz + Logic 16bit,   2,207,000�
          max. 5GS/s,（2.5GS/s/ch）,  6.25Mword/ch （2,050,000）�

701330         DL9705L 4ch 500MHz + Logic 32bit,   2,407,000�
          max. 5GS/s,（2.5GS/s/ch）,  6.25Mword/ch （2,250,000）�

701331         DL9710L 4ch 1GHz + Logic 32bit,   2,907,000�
          max. 5GS/s,（2.5GS/s/ch）,  6.25Mword/ch （2,750,000）�
電源ケーブル -M      UL, CSA規格（3極2極変換アダプタ付き）, PSE対応  加算なし�
ヘルプ言語  -HJ    日本語ヘルプ   加算なし�
   -L0   ロジックプローブ添付なし   加算なし�
ロジックプローブ  -L2   701981ロジックプローブ2本付   +150,000�
   -L4   701981ロジックプローブ4本付   +300,000�
    /B5  内蔵プリンタ   +100,000�
     /P4※1

  
 背面パネルプローブパワー端子（4端子）   +50,000�

      /C8※2
  
 内蔵HDD+イーサネットインターフェース   +100,000�

      /C10※2
  
 イーサネットインターフェース   +50,000�

       /G2※2
  
 ユーザー定義演算   +50,000�

付加仕様
       /G4※2

  
 電源解析機能（ユーザー定義演算含む）   +120,000�

        /F5※3
  
 UART+I2C+SPIバス解析機能   +180,000�

        /F7※3
  
 UART+CAN+LIN+SPIバス解析機能   +240,000�

        /F8※3
  
 UART+I2C+CAN+LIN+SPIバス解析機能  +320,000�

          /7N BCP契約無し   -157,000�
          /7A BCP単年契約　１年定期校正付   -77,000�
          /7C BCP 5 年契約　１年定期校正付   +151,000

�

DL9500/9700（アナログ入力+ロジック入力）�

差動プローブ �

PBDH1000（701924）� Symbol Editor

 形　名 仕様コード 記　事 定　価（￥）�

トリガ設定やデコード結果表示で、シンボル値（具
体的な名称や物理量）を使うことが出来ます。�

<シンボル値設定例>

周波数帯域 DC～1GHz(-3dB以上)�
入力容量  約1.1pF�
入力抵抗 1MΩ�
差動入力電圧 ±25V（DC+ACpeak）�
減衰比 50:1�
�

DL9700 / DL9500 / DL9000 Series (/F5, /F7, /F8 Option)




